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	会場に軒高な意気　100歳翁ら3,000人　第2回市万年青年大会
	朴市長に　特別名誉市民の称号　慶州市親善代表団奈良へ来訪
	いきいきと両市友好の森
	梅雨　水害に態勢整備　来月、前線が活発化？
	ガス火災を防ごう　安全使用と防火のコツ
	市民へお目見得　西安からの動物使節
	「いつか、奈良でも公演」　中国上海京劇団の一行　奈良で友好の一日
	四市の連携訓練　お見事　北和都市連合消防
	第3回　卓球選手権　来月18日、市中央体育館で
	市民相談
	五徳みそ　講習会へどうぞ！　今年度　四万世帯普及へ
	子どもの教育問題をどうぞ　教育相談室を常設　市教育委員会内に
	介護手当　支給月が変ります
	フッ素塗布　申込み今月30日まで

